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「クラスターが発生し年休を返上しました」（松沢 5日 12,550円） 

 今回も年休買い取りアンケートからお知らせします。「休憩取れ

なくても、残業代も正当につけられない。残業したくないから、結

局朝早くきて働いている。年休も希望を出しにくいので取れない。

取れないなら買い取って欲しい」（荏原 不明 3,000円）「サー

ビス残業が多すぎる。乖離時間は自己啓発で処理している」（墨東 

不明 20,000円）「人出不足を理由に年休をとらしてくれない」

（松沢 5日 25,000円）年休の取得しにくい職場は超過勤務が適切

に申請できない等、パワハラ的な雰囲気が強い職場が多いようで

す。権利である年休を平等に取得できる職場をつくることは、パワ

ハラ的雰囲気をなくしていくことにつながります。 

冬のボーナス2.5月の要求書を提出 
チーム医療を破壊する成績率の導入を中止しろ！ 

 労組は法人本部に対して2.5月分の冬

のボーナスを、成績率の適応をすること

なく12月9日に支給するように法人本部

に要求書を11月8日に提出しました。 

 要求のポイントは2点です。まず要求

月数です。2.5月は都労連の要求に準じ

たものです。諸物価が高騰している現

在、2.5月の要求は最低限度の要求で

す。 

 次いで成績率の導入を行わないことで

す。成績率が導入されれば、2.5月で支給されたとしても最上位の職員と下位の職員では大

きな差がつき、実際には2.5月以上の職員と以下の職員がでてしまいます。したがって成績

率はチームで働く病院に導入するにはふさわしくない制度です。今年は、7波で職員にも感

染者が相次ぐなか、一丸となって困難を乗り越えてきたのです。この点をまず評価すべきで

あり、職員間にいたずらに不公平感を掻き立てる成績率の導入はするべきではありません。

今後の交渉経過に注目をしてください。 
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